
森秀織物旧整経場 

旧釜場の北側に接する木造平屋建、瓦葺鋸屋根造(１連)で、東西(桁行)15.98m、東西(梁間)8.45m

の規模である。小屋組はキングポストの形式となっている。東西両側の見える部分は切妻造の形を

とるが、屋根全体は鋸屋根形である。外壁の状態や屋根の瓦に共通するところが認められ、旧釜場

と同時期の一体の建物であったといえる。 

 

旧整経場 西面より撮影（現在 織物参考館「柴」展示ホール） 

 

 

旧整経場 

 

 



 

 

 


